
ＣＳＰの森田記念館を会場に、ＪＲ東日本、東日本キヨスク、ＣＳＰの剣道部により  
「第１回ＪＲ東日本グループ３社対抗親善剣道大会」を開催 
 
東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）グループのＣＳＰとＪＲ東日本、東日本キヨスク

３社の剣道部による第１回対抗親善剣道大会が４月５日、東京都町田市のＣＳＰの森田記

念館を会場に開催されました。  
 ＪＲ東日本グループの剣道部同士が試合を通じて力量を競い、親善を深め合う機会が無

いため企画された大会で、今後もグループ他社へ参加を呼び掛けつつ継続する方針です。  
 
 《開会式で福西社長が挨拶》  
 開会式では、ＣＳＰの福西社長から「ＪＲ東日本クループの剣道の仲間が集い、日頃そ

れぞれの鍛えた技と力を競い合う第１回の大会を、ここＣＳＰの森田記念館で開催するこ

とは、当社の喜びであり、皆さんを心から歓迎します」と挨拶がありました。  
 
 《キヨスクＡが初優勝、ＣＳＰも善戦》  
 試合は、３社から出場した各２チーム(１チーム５人)が、抽選で二つのブロックに分かれ
て予選リーグを競い合い、各ブロックの１位同士で決勝戦を行いました。結果は、両ブロ

ックでそれぞれ１位の東日本キヨスク同士の決勝戦となり、キヨスクＡが優勝しました。  
 ＣＳＰはＡチームが１勝１敗、Ｂチームが２敗でしたが、ともにキヨスクとは引分けで、

惜しくも本数負けという接戦を演じました。 
 

  
外の花冷えと対照的に、 

会場では熱戦が繰り広げられました 

 

開会式で挨拶する福西社長 

 

 


